
議員提出第１２号議案 

 

   自立支援医療制度における精神障害者の負担の軽減等を求める 

   意見書 

 上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１３条第１項の規定により提

出する。 

  平成１９年１０月１９日 
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同        白  石  正  輝 

同        浜  崎  健  一 

同        浅  子  け い 子 

同        鈴  木  けんいち 

同        馬  場  信  男 

同        岡  安  た か し 

同        米  山  や す し 

 

足立区議会議長  加 藤 和 明  様 

 

（提案理由） 

 国会及び政府に対し、自立支援医療制度における精神障害者の負担の

軽減等を求めるため、本案を提出する。 

 



自立支援医療制度における精神障害者の負担の軽減等を求める意見書 

 

平成１８年４月から施行された「障害者自立支援法」により、これま

で身体障害・知的障害・精神障害といった障害種別ごとにサービスが提

供されていたものが一元化された。 

それに伴い、今まで「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」に

基づき、精神障害者の通院医療費公費負担の認定の有効期間が２年であ

ったものが、自立支援医療制度では１年に短縮されることになった。 

また、更正医療及び育成医療については、自立支援医療の申請に必要

な医師の診断書が無料となる規定があるが、精神通院医療には同様の規

定がない。そのため、精神障害者及びその家族にとっては、経済的に大

きな負担となっている。 

よって、足立区議会は国会及び政府に対し、精神障害者及びその家族

が安心して地域で暮らし続けられるよう、下記事項の早期実現を強く求

めるものである。 

記 

１ 自立支援医療制度の認定の有効期間を、２年に延長すること。 

２ 自立支援医療の申請に必要な診断書は、指定医療機関から無料で交

付を受けられるようにすること。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 平成  年  月  日 

                  議  長  名 

衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

内閣総理大臣   
あ て 

厚生労働大臣 

 


